第１学年　学級活動指導案
日　時　平成25年11月22日（金）第３校時　　　　
場　所　御嵩町立上之郷小学校　１年生教室
　　　　　　　　
１　題材名　　　『　地震がおきたら　どうするの　　―教室―　』
２　ねらい　　　　　　　　　　　　　
　セーフティーゾーンは「落ちてこない」「倒れてこない」「動いてこない」場所であることを理解することを通して，教室で地震が起きたときの危険な場所に気付き，自分の命を守るために最善の行動をすることができる。
３　展開　　
	過程
	学　習　活　動
	指導・援助・留意点
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め
る
	１、緊急地震速報を聞いて，避難の仕方を確かめる。
○ダンゴムシの姿で正しいものはどれでしょう。
　写真１：机のあしをもっていない　写真２：机のあしをもっている
・２が正しいと思います。わけは，机の脚をもって，頭と首が守れているからです。（動作化を行う）
○みんなは机の下に避難しました。どうしてですか。
・物が落ちてきても頭にあたらないから。
・机の下なら安全だから。
２、課題をつかむ。

３、昼休みに教室で地震が起きた時，どのように自分の命を守るとよいか話し合う。
○机の下が安全なことがよくわかりました。では，昼休みに（昼休みの教室の様子の絵を見せながら）地震がおきたら，どうしますか。
・机があるので、その下に動いてダンゴムシになります。
・本棚は倒れてくるから、本棚から離れたところに避難します。
・電気が落ちて来たりガラスが割れたりするから危険だと思います。だから、そこから離れたところに避難します。
・机は動いて来るから、机から離れたところに避難します。
○大事なことは「落ちてこない」「倒れてこない」「動いてこない」場所を探して、避難することだね。
４、昼休みに教室で地震が起きた時の避難の練習を２回行う。
○机を移動して，昼休みのようにしましょう。
○どうして、その場所に避難しましたか。
・ガラスが割れたり、電気が落ちたりしないから、ここにしました。
・花瓶やランドセルが落ちてくるかもしれないし、机が動いてくるかもしれないから、ここにしました。
○もう一度、やってみます。
○どうして、１回目と２回目の避難の場所を変えましたか。
・○○さんの意見を聞いて、こっちの方が安全だと思ったからです。
５、本時のまとめをする。


	・緊急地震速報を聞いて，一次避難（シェイクアウト）ができた児童をほめる。
・ダンゴムシの姿を再度確認し，もう一度緊急地震速報を流し，避難の練習をする。全員がダンゴムシになることができたか確認する。

・避難した選択理由を問い返しながら安
全性が高いのは「落ちてこない」「倒れてこない」「動いてこない」場所であることに気づかせる。気づかない時は、教師が提示する。

・１回目の避難の練習では、「落ちてこない」「倒れてこない」「動いてこない」場所を考えて避難した児童を意図的に指名し、よく考えて判断したことをほめる。
・２回目の避難の練習では、１回目と避難した場所が変わった児童を意図的に指名し、より安全な場所を見つけて避難できたことをほめる。
【評価規準】
教室で地震が起きた時，自分の命を守る方法を理解して，行動している。
＜知識・理解＞


もしやすみじかんにじしんがきたら，どうすればじぶんのいのちをまもることができるだろうか





教室で地震が起きた時，落ちてこない、倒れてこない、動いてこない場所を見つけて、ダンゴムシになりたいと思います。





【防災教育の観点】


≪知識・理解≫


・セーフティーゾーンは「落ちてこない」「倒れてこない」「動いてこない」場所であることを理解できる。


≪技能≫　


・教室で地震が発生した時，セーフティーゾーンでシェイクアウトすることができる。





【人権教育の観点】


≪行動力≫


みんなが安全に一次避難の練習ができるような態度を育てる。








